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レビュー情報検索サイトにおける不便の効用に関する検討
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あらまし 本研究では，レストラン検索や商品検索といったレビュー情報検索サイトにおいて，点数やランキングと

いった「便利」な情報や機能をあえて不便とすることでユーザになんらかの効用をもたらす，不便益的アプローチに

ついて検討を行う．レビュー情報検索サイトにおける点数やランキングといった情報は，ユーザが意思決定する上で

便利である一方で，ユーザが個々の内容を十分に吟味することなく意思決定してしまうことが懸念される．本研究の

目的は，情報検索サイトを不便益的観点から再デザインすることで，ユーザが批判的思考をもって情報を収集・分析

し，意思決定するようになることである．言い換えると，情報アクセスリテラシーの維持・向上をはかることである．

まず，本研究では，レビュー情報検索サイトとして食べログを対象とし，どのような不便がどのような効用をもたら

しうるのかというアイディエーションのワークショップについて報告する．次に，そのワークショップから得られたア

イデアである，レビューの点数や件数などの評価情報を遮断するという不便を備えたレビュー情報検索システムを実

装し，そのシステムが人々のふるまいや最終的な意思決定にもたらす影響について検討し，それを明らかにするため

の実験計画について述べる．
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1. は じ め に

現在，生活の様々な場面における意思決定を行うために，ウェ

ブにおいて提供されているレビュー情報を参考にすることが多

い．多くの商品やサービスを対象として，レビューを集約して

いるサイトが存在している．たとえば，以下のようなサイトが

あげられる．

• レストラン（食べログ，Retty，Yelp，TripAdvisor）

• ホテル（じゃらん，Booking.com，TripAdvisor）

• 不動産（HOME’S，SUUMO）

• 本（Amazon，NetGalley）

• 美容院・サロン（ホットペッパービューティー，@cosme）

• 美容用品（@cosme）

• 電化製品（ビックカメラ.com，ヨドバシ.com）

• その他一般の商品（Amazon，楽天，価格.com）

これらのサイトが提供するレビュー情報には，サイトで独自

に提供されている検索機能や，Google などの検索エンジンを

経由することが多いと考えられる．そこで，本研究ではこのよ

うなウェブサイトのことを，レビュー情報検索サイトと呼ぶ．

上記であげたように，レビュー情報検索サイトは，多くの日

常生活に必要な商品やサービスを網羅している．実際，購入す

る前にレビューを参考にしたことがある人も多いだろう．これ

らのレビュー情報検索サイトでは，商品やサービスがそのサイ

トで直接販売されていることもあれば，実際の販売・予約サイ

トに導かれる場合もある．

レビューはサイトによって構成が異なるが，本文と点数が含

まれることが一般的である．そして，一つの商品やサービスに

付けられた多くのレビューの点数は，何らかの形で集約され，

代表する得点（以後，代表点と呼ぶ）として表示されることが

多い．代表点は，典型的には星の数で表現される．たとえば，

Amazonにおける本や商品のレビューは，タイトル，本文，点

数からなっている．個別のレビューにおける点数は，星 1つか

ら星 5つの 5段階評価である．Amazonの商品ページでは，多

くのレビューの星の分布が提示される．また，点数を集約して

得られた 1から 5までの 0.1刻みの点数が表示され，その点数

が星のグラフィックで表示される（図 1）．この時の集約計算

は，Amazonでは単なる平均ではなく様々な要素を考慮したも

のとなっているということである．

レビュー情報検索サイトのレビューは，人々の様々な意思決

定の手助けになっているといえる．しかし，我々は，それが必

ずしも人々にとって良い側面ばかりとは言えないと考えている．

我々の懸念は，端的には，現在のレビュー情報検索サイトは，



図 1 Amazon における代表点の表示

人々の情報アクセスリテラシーの低下をもたらす可能性がある

ということである．ここで言う情報アクセスリテラシーとは，

情報アクセスシステムを通じて情報の取得と取捨選択を行い，

批判的思考を持って意思決定を行うことができる能力のことで

ある．

たとえば，脳科学の分野では，Google 検索を恒常的に利用

することが，注意力，理解力，記憶力を弱体化させる可能性が

あることが示唆されている [12]．さらには，検索エンジンをう

まく利用できることをもって，自らの知識や能力を不当に高く

評価する傾向が見られることも指摘されている [4]．レビュー情

報検索サイトにおいても，代表点に代表される便利な情報や機

能を基にして人々が安易に判断を行ったり，無意識にも過度に

それらに頼ってしまったりすることが懸念される．情報アクセ

ス技術は，人々の情報アクセス環境に大きな利便性を提供する

と同時に，人々の認知能力に危機をもたらす可能性もあるとい

える．

また，レビュー情報検索サイトの情報は，必ずしも客観的な

正しさを持っていなかったり，偏りがあったりすることが報告

されている [7] [10] [5] [3]． それにもかかわらず，実際には人々

が選択の根拠として頻繁に利用している．

本来，我々がレビュー情報検索サイトを利用する際には，安

易に信用するのではなく，十分に吟味し，批判的思考 [15] を

持って判断するということが必要である．さもなければ，期待

した品質と実際の品質に齟齬が生じてしまったり，悪意のある

レビューなどにだまされてしまったりする可能性がある．

そこで，我々は，情報アクセスリテラシーの維持と向上とい

う観点から，レビュー情報検索サイトをどのようにデザインす

れば良いかについての検討を行う．具体的には，以下の 2つの

課題に取り組む．

第一の課題は，レビュー情報検索サイトにおける様々な便利

な情報や機能を使えなくするなどによって，人々の情報アクセ

スリテラシーの維持や向上を見込めるデザインを模索すること

である．あえて便利を捨てて不便を取り入れることによって，

もたらされる効用のことを不便益と呼ぶ [16]．本研究では，レ

ストランレビューサイトの食べログ（注1）を対象として，不便益

の観点から再デザインのアイデアについての検討を行った．

第二の課題は，第一の課題で得られたアイデアの一つである，

「レビュー情報検索サイトにおける得点やレビュー件数を隠す」

という不便が，どのような効用をもたらすかを検討することで

（注1）：食べログ：https://tabelog.com

ある．やはり，食べログを対象として，あらゆる場面から得点

を隠すことによって，人々の意思決定がどのように変化するか

についてのユーザ実験を行う．

以下，2.節では関連研究について，3.節では食べログにおい

て情報アクセスリテラシーの維持と向上という効用を考慮した

デザインについて，4.節では食べログにおいて得点やレビュー

件数を隠すことによって意思決定がどのように変化するかにつ

いての実験について，6. 節でまとめと今後の課題について述

べる．

2. 関 連 研 究

本節では，レビュー情報検索サイトに関する研究，情報の信

憑性に関する研究，不便益に着目したデザインに関する研究に

ついて述べる．

レビュー情報検索サイトの得点の評価には，偏りが見られる．

Amazonにおける得点による評価は 5が最も多く 3や 2よりも

1が多い，J型になるということが報告されている [7]．

ニュースに対してコメントをつけて議論が行えるサイトにお

ける実験において，各コメントに対して，最初に良いという評

価を人為的に付けた場合，最終的にそのコメントの平均評価が

良いという方向に偏るという現象が報告されている [5], [10]．

様々な商品において，得点による評価が，実際の客観的な品

質の評価と一致しないということも報告されている [3]．

誰でもレビューを書き込むことができるレビュー情報検索サ

イトの評価から，専門家による評価を推定する研究が行われて

いる [13]．

レビューの得点や件数と実際の売上の相関についての研究

も各種行われている [14] [8] [2]．ホテルやレストランにおいて，

レビューの得点と売上に相関が見られるということが報告され

る [14] [8] 一方で，Amazon においては得点が売上とあまり相

関がなく，レビュー件数とは相関が見られたことも報告されて

いる [2]．

Yelpにおいて，どのような場合に嘘のレビューが投稿される

かについて報告している [9]．

社会心理学の態度変容の一分野である説得的コミュニケー

ションにおいては，人々がどのような情報をより信じやすいか

ということが研究されてきている．

精査可能性モデル（ELM：Elaboration Likelihood Model）

[11]や，ヒューリスティック-システマティックモデル（HSM：

Heuristic-Systematic Model） [1]は，人々が自分と深く関係す

る情報を得たときと，自分とあまり関係しない情報を得たとき

の説得のされ方の違いについてのモデルである．代表して ELM

について説明すると，受け取るメッセージをどれだけ精査でき

るかによって，2種類の異なるルートによる説得のされ方があ

ると説明される．一方のルートは「中心的ルート」と呼ばれ，

与えられた情報がその人にとって，能力的にも動機づけ的にも

注意深く精査可能である場合である．この場合，十分詳細に情

報の内容が検討される．しかし，能力的もしくは動機付け的に

精査可能でない場合には，「周辺的ルート」と呼ばれる安易な説

得が行われるとされる．たとえば，精査するだけの知識を持た



なかったりする場合には，情報そのものは十分に精査されず，

周辺的な情報，たとえば，発信者の専門度といった要因が説得

の成否を左右することになる．

レビュー情報検索サイトでは，(1)代表点などの容易に判断

に利用できる情報が提供されている，(2)レビューが人々の体

験の情報であり検証することが困難である，という 2つの特徴

を持っていることから，容易に「周辺的ルート」が利用されて

しまうのではないかと考えられる．

最後に，我々が用いた不便益を考慮したデザインについての

研究を紹介する．

まず，「不便益」とは，「不便であるからこそ得られる効用」と

定義される [17]．ここでの便利とは，「タスク達成に必要な労力

が少ないこと」とし，労力とは以下の二つとする．

• 物理的手間がかかる（時間経過を伴う場合が多いが，そ

の限りではない）

• 心理的認知リソースを割く（注意，記憶，思考など）

換言すれば不便益とは，人が能動的に手間をかけ，頭を使うこ

とでしか得られない効用である．

我々は，不便であることの効用に注目しその効用が得られ

るシステムをデザインする方法論についての研究を行ってき

た [16]．無批判な効率追求が人とシステムとのインタラクショ

ンが重要であった系にも進出し，インタラクション自体を阻害

して新たな問題を生じさせている．たとえば，移動の効率化の

ためのバリアフリー住宅に住むことが身体能力の低下を助長し，

低下してから改めてリハビリテーションで身体を鍛えるのは本

末転倒である．このように，視野を狭めて眼前の効率だけを求

める「便利追求」は，広い視点からは合理的ではない結果を招

く．安易な便利追求（効率化）が害悪である対象をあらかじめ

特定できれば，便利でないシステムをデザインして対象領域に

投入することができる．

3. レストランレビューサイトにおける不便益

本節では，レビュー情報検索サイトとして食べログを対象と

し，どのような不便がどのような効用をもたらしうるのかにつ

いて，アイディエーションのワークショップを行ったので，そ

の結果について報告する．

3. 1 不便益システムの発想方法

不便益は，「便利–不便」と「益–害」が独立であることを前提

とする．この場合，図 2に示すように独立した二つの軸が張ら

れた 4象限を考えることができる．不便益システムを発想する

プロセスは，この象限を用いて以下のように説明することがで

きる．

問題解決型 まず，解決すべき問題（便利害）を特定し，次に，

不便にすることでその問題を解決する．

価値発掘型 まず，便利で益もある状態をあえて不便に変更し，

次に，そこに現れる益を特定する．

創発型 まず，不便益を持つ事例をサーベイし，そのエッセン

スを直面するデザイン対象に適用する．

3. 2 リテラシー維持・向上システムのワークショップ

食べログを題材として，OJT 的に日常の利用が情報アクセ
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図 2 不便益システムを発想する方策

スリテラシーの維持・向上につながるデザインをアウトプット

とするデザインワークを実施した．この時，不便の効用をもた

らすシステムであることを条件とした．この条件は，アイデア

を制約することになるが，逆に先に示した 3つの思考の型を導

入することによってアイディエーションプロセスをサポートし

て活性化させることができる．今回は以下に示す 2段階から成

る「価値発掘型」のファシリテーションを実施した．

（ 1） 「現状をあえて不便にする」発散段階

（ 2） 「そこに現れる益を特定する」収束段階

表 1に示すのは，発散段階で得られたアイデアの一部を，不

便にする方策によって分類するとともに，収束段階で得られた

「その不便によってもたらされると予想される益」を対応させ

たものである．

たとえば，「ランキング消す」というアイデアは，食べログの

検索結果においてランキングが分からないような表示にすると

いうものである．このアイデアは「情報を消す」という方策に

分類される．そして，このアイデアによってバイアスを除去す

ることが期待される．また，同じく「情報を消す」に分類され

るアイデアの中には，失敗の可能性を発生させてギャンブル的

な楽しみを与えるものもあった．他には，「表示を隠す」という

方策に分類されるアイデアは，発見や工夫の余地という益を与

えて，いわば “search for learn” の実践となるものであった．

本稿で採用するのは，このアイデアの中から「リテラシー向

上」という益につながると予想されるものである．「惑わす」に

分類されるアイデアは直接的に過ぎることと，社会実装が困難

である（ユーザに受け入れられない）と予想される．また，実

装可能性や，元のサイトを可能な限りそのままの表示にすると

いう観点から，今回は「得点提示を消す」「レビュー件数表示

を消す」という方策を採用することとした．これには，自分の

基準で判断する姿勢や機会を与える益が期待され，リテラシー

向上との関連も大きいと考えられる．

4. レストランレビューサイトにおける得点等の
情報遮断

前節で述べたアイデアのうち，

• 得点提示を消す

• レビュー件数表示を消す

という不便の実装について述べる．このような不便がユーザの



表 1 ワークショップで発送されたアイデアの一部と得られる益

不便にする方策 予想される益 アイデアの例

情報を消す バイアスを除去する ランキングを消す

情報を消す バイアスを除去する 得点提示を消す

情報を消す バイアスを除去する レビュー件数表示を消す

情報を消す ギャンブル性を高める 店の名前か連絡先を消す

表示を限定する 舌のレベルを上げる サイドメニューだけで店と客双方の実力をはかる

（寿司屋は玉子，ステーキ屋は人参グラッセの写真しか掲載できない）

不可能にする できる事の価値を上げる 同時に複数人が閲覧できない（他の人が閲覧してると，見えない）

少ない☆の店を何件か見ないと上位が見られない

（野菜野菜肉形式と呼ぶ，全体をバランス良く見なくてはならない）

惑わす リテラシー向上 ニセ情報を見つけましょうゲーム型（他の店のレビューが一つ混入）

ランキングランダム

表示を隠す 発見や工夫の余地あり 銀紙剥がし型

レビューの一部が黒消し（当てた人だけ続きが読める）

現地に行かないと見れない（GPS 応用）

危険にする 能動的情報取得動機付け 見るたびにかすれていく

10 秒しか見えない，写真がぼやけてる，一部が黒消し

意思決定にどのような影響をもたらすか，情報アクセスリテラ

シーの維持や向上につながる現象が見られるかといったことの

検証のために用いることを目的とする．

まず，上記のアイデアを選択した理由について説明する．次

に，食べログにおける得点とレビュー件数の提示について説明

し，Chrome拡張によって実装されたそれらの情報を遮断する

システムについて説明する．

4. 1 得点とレビュー件数の情報遮断

レストランレビューサイトを利用してレストランを選択する

際に，我々が影響を受ける情報として，得点やレビュー件数が

あげられる．以下では，レビュー件数と類似する情報として，

ユーザが投稿した写真の枚数もレビュー件数と同様に扱う．

レビュー情報検索サイトの得点やレビュー件数が売上と相関

を持つという研究結果が複数報告されている [14] [8] [2]．

たとえば，訪問するレストランを見つけようとして，レビュー

情報検索サイトを利用した時を想定してみよう．ある店を見つ

けて，一緒に行く人にその店を紹介する際には，「3.6点だった」

といったようにレビューの得点が説明に用いられることがある

だろう．また，得点が同じ 3.6点のレストランが 2つあり，片

方には 5件のレビューが付けられており，他方には 50件のレ

ビューが付けられていたとする．この場合，50件のレビューが

付けられたレストランの方がより良いように思うことがあるだ

ろう．

得点やレビュー件数が実際のレストランの品質を表している

かどうかは別として，我々がレストランの選択を行う際には，

これらに安易に頼ってしまっているということができる．その

ため，これらの表示が極力行われないようにすることで，人々

の意思決定のやり方が変化すると考えられる．その変化には，

単純に得点やレビュー件数を参照することができなくなると

いう点は不便に感じられると考えられる．しかし，一方で，レ

ビューの本文をよく吟味し，真に自分に合っているかという観

点から判断を行うようになる可能性がある．

このような変化が見られたとすると，それは，精査可能性モ

デル [11]でいわれるところの「周辺的ルート」（安易に得点や

レビュー件数に頼る）から，「中心的ルート」（レビュー内容を

しっかり吟味する）への移行が見られたといえるのではないか

と考えている．

4. 2 食べログにおける得点とレビュー件数

食べログでは，あるレストランに対するレビューにつき，以

下の項目の得点が用意されている．

• 総合

• 料理・味

• サービス

• 雰囲気

• CP

• 酒・ドリンク

得点は 1.0点から 5.0点で 0.1点刻みで付けることができる．

いずれか，ないしは，すべての項目について，得点を付けない

ということも可能である．

食べログのページは，大きく以下の 4種類に分類される．

• レストランページ

• レビューページ

• 検索結果ページ

• トップページ，ユーザページ等，その他

「レストランページ」とは，個別のレストランについての情

報を提供するページである．「店舗トップ」「メニュー・コース」

「写真」「口コミ」「地図」などのいくつかのページに分かれてい

る．「店舗トップ」では，数件のレビューの得点やレビュー本文

の前半部分を閲覧することが可能である．これらすべてのペー

ジにおいて，ページ情報にはレストラン名があり，その直下に

「総合」の得点を集約して得られた代表点（注2）が星とともに大

きく表示され，また，レビュー件数も表示される（図 3）．代表

（注2）：代表点の算出方法については，単純な加算平均ではなく，食べログが何

らかのアルゴリズムによって計算しているということである．



図 3 食べログにおけるレストランページの代表点等の表示

図 4 食べログにおける個別レビューの点数表示

点は，0.01点刻みの表記で提示される．

「レビューページ」は，ある 1件のレストランに対する，あ

る特定のユーザのレビーの詳細が掲載されたページである．得

点やレビュータイトル，レビュー本文，訪問日時や回数などを

見ることができる．各レビューのページでは，レストラン名の

直下に「総合」の得点が星で表示されるとともに，すべての得

点が提示される（図 4）．

「検索結果ページ」とは，食べログの検索機能を用いた際の

検索結果ページのことである．検索結果に表れるレストランに

ついては，レストラン名，代表点，レビュー件数，写真などを

見ることができる．検索は，ユーザが地域やジャンルなどを選

択したり，自由にテキストでクエリを入力したりすることで行

われる．なお，検索結果では，以下の 3つの方法でのランキン

グを選択することができるようになっている（注3）．

• 標準

• ランキング

• 口コミ数

「標準」は，食べログが提供する独自の並び替えであり，会員

店舗が優先して検索結果に表れるということである．「ランキ

ング」は，代表点による並び替えである．「口コミ数」は，レ

ビュー件数による並び替えである．

その他，食べログトップページや，個別のユーザのページな

どが存在している．

これらのページを行き来しながら様々なレストランの情報を

閲覧し，意思決定が行われている．

4. 3 ブラウザ拡張による実装

我々は，ウェブブラウザの Chromeの拡張機能として，前節

で述べた様々なページから，得点，レビュー件数，写真件数，

ランキングの数字などを提示しないシステムの実装を行った．

図 5は，食べログの検索結果において得点やレビュー件数が表

示されていない様子を表している．

前節で述べた部分以外でも，得点やレビュー件数は様々な場

所で提示される．たとえば，レストランページには関連レス

トランが提示され，その際にも得点などが提示される．また，

図 3の下部に示されるように，レストランページでは写真件数

や口コミ件数がわかりやすいように提示されるが，このような

情報も見えないようにした．

このように情報を見せないようにすることは，Chromeの拡

張機能において，食べログのページでこれらの要素が含まれる

HTML要素に対して，以下の CSSを追加適用することで実現

（注3）：PC のブラウザで閲覧した場合．

図 5 得点やレビュー件数が表示されない食べログの検索結果の例

されている．

display: none;

visibility: hidden;

5. 得点等の情報遮断の影響についての調査

本節では，前節で述べた実装を用いて，得点，レビュー件数，

写真件数，ランキングの数字などが，意思決定にどのように影

響を与えるかの調査について述べる．

5. 1 事 前 調 査

まず，食べログにおいて得点等の情報遮断を行った場合，ど

のような振る舞いが見られるかについての調査を行った．

以下の 3種類のタスクを用意した．

絞り込みタスク 比較的日常的に起こりうる状況が与えられ，

1件のレストランを決めるタスク．「三宮周辺で，今までに行っ

たことがないお店で，今日の晩ご飯を食べようと考えています．

行こうと思うレストランの候補を 1件上げて下さい．」

リストアップタスク あまり日常的には起こらない状況が与え

られて複数のレストランをリストアップするタスク．「久しぶり

に会う恩師を神戸市で接待することにしました．今までに行っ

たことがないお店で，静かに話ができるレストランの候補を 3

件上げて下さい．」

二択タスク リストアップされた 2件のレストランから 1件を

選択するタスク．

絞り込みタスクは，あまり情報を吟味する必要がない場合を

想定し，より安易な意思決定が行われうる状況になると考えら

れる．一方で，リストアップタスクは，ある程度時間を掛けて，

より深く情報を吟味する必要があると考えられる．これらの 2

種類のタスクでは，被験者が選ぶレストランに自由度が大きい

ため，複数の被験者が選択するレストランがあまり重複しない

と考えられる．そこで，二択タスクというあらかじめ与えられ

た選択肢から複数の被験者が同じ情報を閲覧するタスクを設定

した．

これらの 3種類のそれぞれで，2つの具体的なタスク，すな

わち 6つのタスクを作成した．これらのタスクにおいて，得点

等の情報遮断を行った際にどのような行動が実際に観察される

かの事前調査を行った．



タスクを行う環境は，普段から被験者が利用している PC上

の Chromeで，時間制限は設けなかった．被験者がタスクを行

う様子はすべて録画し，Retrospective think aloud [6] によっ

て，後からどのようなことを考えていたかを説明してもらった．

また，同時に，以下のような項目についての定量データを計測

した．

• 意思決定までの時間

• 閲覧したレストランページ数

• ページ種別ごとの滞在時間

ページ種別ごとの滞在時間とは，レストランページ，レビュー

ページ，検索結果ページのそれぞれの種別における平均滞在時

間である．また，タスクごとに，以下の項目についてのインタ

ビューを行った．

• レストランを選んだ理由

• 意思決定全体に対する自信度

本事前調査は，普段から食べログを利用している 20歳代と

30歳代の男性 2名を被験者として行った．得られた調査結果か

ら得られた知見は以下のようなものであった．

• 今回の被験者がレストランを評価するために用いた情

報は，レストラン側が提供している情報がほとんどであり，レ

ビュー情報はほとんど閲覧されなかった．

• 得点等の情報遮断が行われたことは，今回の被験者がこ

れらのタスクを行うにあたって，あまり障害とならなかった．

ただし，情報遮断されていても，口コミ件数の多さはレストラ

ンの評価のために用いられていた．その際，口コミ件数を数え

たわけではなく，ある程度以上のレビューが存在していること

をもって，口コミ件数が多いと判断したようであった．

一点目については，レストランレビューサイトの利用方法の

多様性を表すものと考えられる．事実，後述する調査において

は，逆に，レストラン側が提供している情報はほとんど重視し

ないという被験者も存在した．

二点目については，今回のタスクには，時間制限がなく，被

験者がタスクに真摯に取り組むことができたため，表面的に判

断可能な情報については重視されず，より詳しい情報を選好す

るという態度が見られたものと考えられる．すなわち，精査可

能性モデル [11]での「中心的ルート」によって説得を受けてい

る状態であったと考えられる．それを示唆する結果として，意

思決定全体に対する自信度は，総じて高いものであった（5段

階評価で平均 3.66）．

5. 2 レストラン比較における行動調査

事前調査によって，一般的な状況で食べログを利用利用して

もらった場合には，被験者の行動の多様性が大きく，行動が比

較しにくいということが明らかとなった．そこで，与えられた

2 件のレストランを 10 分間で比較するという統制された状況

でのタスクを通して行動調査を行うことにした．タスクは以下

のように行われた．

（ 1） 被験者には，まず，2件のレストランの食べログペー

ジを開いてもらう．

（ 2） 制限時間 5分で，これらのレストランのトップページ，

座席，メニュー・コース，写真など，口コミ以外のページを閲

タスク 「総合」の得点 口コミ件数 推定された点数の平均

A 3.36 27 3.85

3.08 33 3.55

B 3.30 40 3.80

3.00 36 3.25

C 3.18 39 3.20

3.52 35 3.40

D 3.13 31 3.15

3.42 29 3.70

表 2 各タスクで対象としたレストランの「総合」の得点と口コミ件

数，ならびに，推定された点数の平均

覧して情報を調べてもらう．

（ 3） それぞれのレストランの特徴について，調べた内容を

30文字程度で簡潔に説明してもらう．

（ 4） さらに，制限時間 5分で，これらのレストランの口コ

ミのページを閲覧して，情報を調べてもらう．

（ 5） それぞれのレストランの特徴について，口コミを閲覧

して得られたことを 30文字程度で簡潔に説明してもらう．

対象とした 2件のレストランは，同じ地域の同じジャンルの

店から選択した．その際に，「総合」の得点は約 0.3 点異なり，

口コミ件数がほぼ同数のものを選択した．表 2 は，A から D

の 4つのタスクにおいて対象としたレストランの「総合」の得

点と口コミ件数を表している．

これらのタスクのうち，2件は食べログを通常通り用いて行

い，2件は得点等の情報遮断をした状態で行った．得点等の情報

遮断をしたタスクについては，それぞれのレストランを 1点か

ら 5点で 0.1点刻みで「総合」の得点の推定を行ってもらった．

被験者は，20歳代 1名，30歳代 2名，50歳代 1名の計 4名

で，全員男性であった．4つのタスクと 2つのインタフェース

を考慮して，試行順序の回転を行った．

各被験者は，4つのタスクのうち 2つのタスクについて，点

数の推定を行うこととなった．そのため，全部で 8件の評価ペ

アが収集されたが，そのうち 6件については，実際に「総合」

の得点が大きい方について，推定された点数が大きくなった．

得点等の情報が遮断されていたとしても，人々の口コミの文章

を読むことによって，「総合」の得点の順序を予測することが可

能であるということがわかった．

タスク終了後に，得点等の情報遮断によって，どのような不

便や良いことが生じたかについての調査を行った．表 3は，そ

の結果をまとめたものである．

やはり，参考になる情報として得点等が見られなくなること

により，不便になるという意見が 4名の被験者全員から得られ

た．特に，短い時間での判断や，多くのレストランについて判

断を行うことを想定した場合には，不便である度合いが高いと

いう意見が得られた．合計 10分間で 2つのレストランの情報

を調べるという今回のタスクは，ある程度レストランの情報を

詳しく精査することが可能であった．そのため，得点等の情報

遮断は意思決定に大きな影響を与えないという意見が得られた．

良いと感じたこととしては，得点等が見えないことによって，



不便と感じたこと

　内容を読んでみないと人気がありそうかどうかが分からない

　情報の信用度をはかる尺度の一つが見えなくなってしまうこと

　 30 秒や 1 分で店を評価する場合には評価点が参考にできないと不便

　 10 個以上のお店を判断しないといけない時に判断が遅くなりそう

良いと感じたこと

　口コミ内容を読もうと思う，自分で判断しようと思う

　レビューの詳細を読むのに時間を割ける

特に変わらなかったこと

　得点の表示の有無によらず，口コミや基本情報はある程度目を通す

　 5 分間で二つの店を評価宇する上では表示の有無は関係なかった

表 3 得点等の情報遮断のために不便と感じたこと，良いと感じたこ

と，特に変わらなかったこと

レビューをよりよく読むという態度を取るというコメントが得

られた．

今回のタスクは，実験という環境下で，情報をある程度詳し

く調べるということが強制されていたといえる．そのため，そ

もそも批判的思考をもって情報を収集・分析し，意思決定する

ということが前提として認識されたものと思われる．得点等の

情報遮断が情報アクセスリテラシーの向上に寄与するかどうか

を検討するためには，日常的に利用する環境における調査が必

要であるということが示唆された．今後の課題として，調査を

検討していきたい．

6. まとめと今後の課題

本研究では，レビュー情報検索サイトにおいて，点数やラン

キングといった「便利」な情報や機能が情報アクセスリテラ

シーの低下をもたらす危険性を持っていることに対応するため

の不便益的アプローチについて検討を行った．食べログにおけ

る様々な便利な昨日や情報を使えなくすることで，様々な効用

が得られる可能性があることを明らかにした．そして，実際に，

食べログの得点やレビュー件数を見られなくするシステムの実

装を行い，意思決定における行動の変化をみる調査を行った．

今後，情報アクセスリテラシーにもたらす効用について調査を

続ける．
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